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令和４年度 舟入小学校 学校評価のまとめ 
１  学校評価の目的 

 (１) 学校運営の改善、教育の質の向上 

今年度の本校の教育活動について、内部評価・学校関係者評価・外部評価を行い、問題点や課題

等をつかみ、今後の学校運営の改善を図る。より質の高い教育を行っていくためのものとしたい。

また、前年度の結果及びそれを踏まえた今年度の改善方策の変化を見る。 

  (２)  開かれた学校づくりと信頼される学校づくり 

学校評価は本校の子どもたちの成長・発達を促すためには、いかなる活動が大切なのか、     

実際に展開されている活動が子どもの成長・発達に役立っているかを診断し、活動のどこ     

に問題があり、どこをどのように改善すべきか、できる限り客観的な判断を下すのに役立     

てていきたい。そして、本校の教育活動の目標を達成するために、校内組織とその運営を     

見直しながら、工夫・改善を重ねていく。 

（３） 対象 

   教職員・児童・保護者・地域住民（区会関係者・長寿会＝スクールガード等） 

（４） 実施・調査・分析 

   １２月中旬～令和５年２月中旬 

２ アンケート結果公表について 

   ２月２２日（水）の「学校評議員会」と同日に行った授業公開に合わせて行った「保護者説明会

において、説明・報告をした。 

３ 本アンケートの集計結果をもとにした学校評価（教員による自己評価）の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後に向けて 

３で示した学校評価をもとに、令和５年度の学校教育活動の重点目標を決定していく。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

楽しい学校・学級経営に努めている。

児童が進んであいさつをする習慣作りに努めている。

学級の児童は、仲良く協力して過ごしている。

児童の間違った行動をていねいに指導している。

児童の自主運営活動を積極的に取り入れている。

主体的・対話的な活動を取り入れた授業を工夫している。

適切な宿題を出し、自主勉強や家庭学習の習慣作りに努めている。

個に応じた課題を与え、ねばり強く指導している。

多面的・多角的に考える道徳の授業に努めている。

合科的な学習、校外学習等を効果的に取り入れている。

読書に親しむ習慣をつけさせている。

基本的生活習慣の定着に向け、地道に指導している。

学校行事（運動会・学習発表会等）のねらい・目標を明確にして取り組んでいる。

異学年交流活動等を通し、児童のアイデアが生きる活動となるよう支援している。

児童への衛生・保健指導と同時に衛生的な教室環境づくりに努めている。

食育・給食指導に努めている。

児童の話をよく聞き、一人一人を大切にして指導している。

保護者の悩みや相談にきちんと対応している。

保護者への連絡を密にとり、相互理解に努めている。

通信などで、学校や学年の様子をきちんと伝えている。

地域の人とのかかわりの大切さを伝えている。

令和４年度 学校評価（教員自己評価）回答集計一覧

思う 少し思う あまり思わない 思わない 分からない


